
(1) 平成２９年度の重点的な取組に関する点検・評価項目例 

(2) 中学校と高等学校等との連携システムづくり 

(3) 法令資料「知っていますか」 

現地学習の実施に当たって 

ア どんな目的で訪問するのか。 

イ 訪問者一人一人がどんな課題意識をもっているのか。 

ウ 何を学びたいのか。 

エ どんな話を聞きたくて、何を尋ねたいのか。 

オ 一方的に聞くだけでなく、どんな話し合いをしたいのか。 

カ 学んだことをどのように今後に生かしていきたいのか。 

人権教育の充実 

 

１  平成２９年度人権教育推進状況（平成２９年１２月調査から）について 

 (1) 現地学習の実施状況 

各小・中学校における現地学習の実施状況（％） 

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

８２．１％ ８３．３％ ９０．２％ ９７．６％ ９０．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 「平成２９年度人権教育推進資料」の活用状況 

○ 活用の場面（小学校２８校、中学校１２校実施） 

年間指導計画作成 校内研修 授業 校種間連携 

９７．４％ １００％ ８７．１％ ３３．３％ 

 

  (3) 校種間の連携 

    ア  人権教育に関する校種間連携について  

 小学校（昨年比） 中学校（昨年比） 

よく取り組んでいる    １０校（＋６）    ７校（＋３） 

どちらかといえば、取り組んでいる    １８校（－７）    ５校（－３） 

あまり取り組んでいない      ０校（±０）    ０校（±０） 

取り組んでいない      ０校（±０） ０校（±０） 

    イ 高等学校等との連携システムづくりについて（中学校のみ） 

    中学校（昨年比） 

すでに構築されており、その整備・充実を図った ５校（－１） 

構築している ５校（＋４） 

構築予定である ２校（－３） 

 

２ 資料等の活用 

 


